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(論文審査概要)

本論文は、日本人大学生グループが体験したフィリピンでの短期研修に着目し、近年登場してきた
フィリピンでの英語研修という独特な学習を、語学面のみならず研修全体が学習者のattitudes、
beliefsに及ぼす影響、またそれらの変化とideologiesとの関係という視点から検証した質的事例研究
である。

第一章では、本研究の意義として、従来の研究の関心は上級英語学習者が西洋の国で学習する際の

identityの変化にあるのに対し、本研究では世界におけるコミュニケーション手段として英語を使え
ることを目指している一般的な学習者の、英語とコミュニケーションに対するattitudesとbeliefsの
変化をとらえようとしている点をあげている。また、日本の英語学習者がもつ母語話者主義に対して、
非母語話者英語が使われている非西洋(特にアジア圏)の国で学んだ日本人学習者の事例をとおして、
母語話者英語という規範とは異なる視点を提供している。さらに、心理的研究では学習者の
motivation,willingnesstocommunicate,internationa,1postureなどの量的研究が多く、個々の学習
者の背景や経験は考慮されていないが、本研究では個々の学習者が英語を話すことに対する不安や躊
躇(inhibi七ion)をいかに克服していったかを詳細に考察することによって、英語でのコミュニケーシ
ョンに対する肯定的な態度の獲得に貢献する社会的、文化的、イデオロギー的背景を論じている。加
え℃、この研究は近年注目されているリンガ・フランカとしての英語やworldEnghshesという考え
方にも通ずるところがあるとしている。このような意義が述べられたのちに、本事例の背景、この英
語研修プログラムの引率者であるとともに日英二か国語母語話者である筆者の立ち位置、理論的な想
定、リサーチ・クエスチョン、質的研究、事例研究、エスノグラフィックな方法などの方法論、attitudes、
beliefs、ideologies.という概念枠組み、主たる議論、論文構成が説明されている。

第二章では、海外語学研修研究という分野の成り立ちを概観し、先行研究における学習者の偏ワを
指摘したのち、ヨーロッパおよびアジアでの海外英語研修、アジアからの海外英語研修に関する先行
研究について記述している。また、アジアの学習者に関する先行研究として、心理社会的研究、社会
文化的研究があるが、研究の対象が上級レベルの学習者が酉洋の国で研修する場合に偏っていること
を指摘している。日本からの海外英語研修参加者の多くがアジアで研修することを考慮すれば、一般
的な日本人学習者のアジアでの研修に関する研究の必要性は明らかであると論じている。

第三章では本研究のデータの収集方法と分析方法について詳述している。はじめに研究対象者の背
景と、研究対象者が参加したフィリピンでの海外英語研修プログラムについて説明したのち、プログ
ラム実施主体と研究対象者の承諾を得てデータ収集が行われたことが明記されている。続いて、本研
究で用いられた103人の調査対象者のTOEICスコア、アンケート調査データ、特に焦点を当てた
14人のインタビュー調査データの収集方法、現地での筆者による観察とフィリピン人教師からの情
報収集について述べた後に、これらのデータの分析方法を説明している。

第四章は、主たるデータとなった14人のインタビュー対象者の日本語による語りの録音を書き起
こし、他の情報と統合したうえで今回の研究の目的に関係する内容を中心として、各学習者について
の逸話として英語で記述したものであり、第五章での分析の基盤となっている。

第五章では、第四章で統合されたデータに基づいて、海外英語研修によって14入の学習者にどの
ような変化が起きたかをコード化して分析し、英語に対する気持ちと態度の変化、言語と文化に関す

る意識の変化、自身のコミュニケーション能力向上に関する自覚、自身の言語能力向上に関する自覚、
社会的要素、の5っのテーマにまとめている。
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